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叫
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問
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ロ
シ
ア
に
於
け
る
所
得
税

の
禁
達

伊

藤

武

夫

緒

言

ロ
シ

7
は
今
日
凡
て
の
方
而
K
於
い
て
特
異
の
存
在
を
一
不

し、
A

午
後
の
一
共
殻
股
は
附
界
怜
耐
の
的
E
」
攻
っ
て
ゐ
る
の
み
な

ら
宇
、
最
近
に
於
け
る
同
図
程
経
済
的
に
政
治
的
に
念
激
な
る

曲
変
革
を
経
験
し
た
も
の
は
左
い
。
経
済
的
に
は
小
規
模
の
商
品

生
産
、
資
本
主
義
経
済
、
戦
時
共
産
主
義
経
済
、
新
経
済
政
策

と
四
輔
し
、
政
治
的
に
は
ツ
ア
ー
の
専
制
政
治
、
共
和
政
治

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
相
制
裁
政
治
と
=
一
縛
し
た
。
従
っ
て
ロ
シ
ア

所
得
税
制
は
現
在
資
本
主
義
諸
国
の
夫
れ
に
比
し
幾
多
の
異
色

を
有
し
て
ゐ
る
の
み
左
ら
宇
、
共
史
的
表
展
に
於
い
て
も
時
党
縛

極
ま
り
友
き
同
岡
政
治
経
済
の
境
還
を
如
買
に
反
映
し
、
本
質

に
於
い
て
形
態
に
於
い
て
猪
特
の
褒
展
過
程
を
辿
っ
て
ゐ
る
。

今
其
成
立
稜
遠
の
大
要
を
概
観
す
る
に
、
既
に
一
八
六

O
年

第
三
十
八
巻

七
六
七

第

1虎

一一一一七



ロ
シ
ア
に
於
け
る
所
得
税
の
俊
建

代
ロ
シ
ア
に
於
い
て
所
得
税
の
創
設
は
問
題
と
友
り
、
爾
後
五

十
飴
年
間
屡
A
H

其
費
施
が
熱
心
に
要
望
さ
れ
た
が
、
祉
曾
的
及

政
治
的
諸
惇
害
に
阻
ま
れ
て
久
し
く
共
貫
現
を
見
る
に
歪
ら
た

か
っ
た
。
世
界
大
戦
は
ロ
シ
ア
に
於
い
て
も
所
得
税
の
賞
施
に

最
後
の
導
凶
を
輿
へ
、
訟
に
一
九
一
六
年
四
月
所
得
税
法
の
制

定
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
早
く
も
共
笠
年
二
月
枇
合
革

命
の
山
脇
に
袈
は
れ
、
共
和
新
政
府
に
よ
っ
て
同
役
法
は
改
正
を

受
け
た
が
、
夏
に
十
月
の
ボ
ル
セ
グ
イ
キ
革
命
は
所
得
税
の
本

質
形
態
を
根
本
的
に
繁
草
し
た
。
共
後
戦
時
共
産
主
義
の
進
行

と
共
に
一
般
的
に
租
税
の
重
要
性
は
減
退
し
て
、

一
九
一
一
一
年

二
月
議
に
貨
幣
的
租
税
の
全
股
が
宣
言
さ
れ
た
。
同
年
三
月
サ

グ
エ

l
ト
政
府
の
政
策
が
新
経
済
政
策
へ
縛
向
す
る
と
同
時
に

一
九
二
二
年
十
一
月
所
得
税
の
再

貨
情
的
租
税
も
復
活
さ
れ
、

輿
と
た
っ
た
が
、
共
翌
年
同
税
制
は
整
備
さ
れ
、

サ
府
ウ
ェ
ー
ト

一
九
二
五
年
春
所
謂
新
々
経
済
政
策

的
形
態
を
明
瞭
に
し
た
。

が
管
施
さ
れ
て
以
後
、
所
得
税
は
更
に
一
九
二
六
年
九
月
、

九
二
七
年
十
ご
月
及
一
九
コ
二
年
六
月
等
教
次
に
一
且
つ
で
改
正

補
充
さ
れ
、
現
行
所
得
税
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

第
三
十
八
傘

第

披

一
三
八

七
六
八

か
ぐ
て
我
h
は
ロ
シ
ア
所
得
税
の
史
的
研
究
に
於
い
て
、
政

治
経
済
制
度
の
根
本
的
安
逗
に
件
っ
て
所
得
税
と
一
一
苧
一
ロ
ム
一
財
政

事
責
が
如
何
友
る
費
化
笈
建
を
一
不
し
、
夫
れ
が
如
何
在
る
意
義

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
に
最
も
興
味
を
畳
ゆ
る
も
の
で
あ

る
。
従
っ
て
蕊
に
は
便
宜
上
(
こ
サ
ヴ
ェ

l
卜
政
府
成
立
以
前

(
一
一
)
戦
時
共
産
主
義
時
代
(
コ
一
)
新
経
済
政
策
時
代
(
四
)
新
，
n
経

済
政
策
掠
川
以
後
の
谷
間
期
に
分
っ
て

?
ν
7
所
得
殺
の
護
法

を
顧
み
よ
う
と
思
ふ
。

ザ
ヴ
ヱ
E
ト
政
府
成
立
以
前
の
所
得
税

ロ
シ
ア
に
於
い
て
所
得
税
の
創
設
は
既
に
一
八
六

0
年
代
よ

り
問
題
と
左
り
、
且
商
工
業
の
議
達
、
貸
借
の
普
及
等
所
得
税

成
立
の
前
提
僚
件
も
備
は
り
乍
ら
、
園
民
の
無
智
、
園
民
経
済

の
偏
侍
的
溌
展
及
政
治
組
織
の
未
褒
愚
等
を
主
た
る
障
害
と
し

て
容
易
に
採
用
さ
る

L
K
至
ら
や
、
住
居
税
(
討
さ
)
出
品

42-E向

ro吾
川
)
、
株
式
舎
枇
税
(
司
3
m『喜一
Z
S
H
S
F
o
E
官
o
E

9

ご
D
Z
'回[む円
F
8呂
田
出
=
宮
)
、
俸
給
税

(30匂
富
山
Z
S
H

S
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Seligman， E. R. A.， Incnme Tax (F.ncyclopaedia οf the Social Sciences. Vol. 
7.， p. 626) (Seligman は政治組織白一定白安達を以て所得防採用。一前提傑
件とする〉
Mkhelson， A. M.， Rus剖 anPuhlic Finance during tb.e Wa.r， 1928， p. 21. 
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1阻
む
等
の
設
置
に
よ
り
、

或
は
管
業
稔
中
に
所
得
税
的
思
想
を
加
味
す
る
こ
と
に
上
つ

て
、
漸
〈
共
扶
陥
を
楠
ふ
に
過
ぎ
友
か
っ
た
。

世
界
大
戦
は
ロ
シ
ア
所
得
税
成
立
に
勤
し
て
最
後
の
決
定
的

友
動
機
と
た
り
、
永
き
陣
痛
の
苦
み
に
悩
ん
だ
所
得
税
法
は

九
一
六
年
四
月
六
日
迭
に
制
定
さ
れ
、

一
九
一
七
年
一
月
一
日

よ
り
寅
施
さ
る
L
乙
と
L
在
。
た
む
同
年
の
ロ
シ
ア
所
得
税
法

は
プ
ロ
シ
ア
の
所
得
税
法
を
範
と
し
、
綜
合
課
税
主
義
に
撒
り
、

課
税
所
得
の
種
類
を
列
拳
し
‘
且
純
所
得
を
以
で
課
税
標
準
と

す
る
。
税
率
は
年
牧
八
五
O
ル

l
プ
ル
に
封
す
る

0
・
六
%
よ

り
累
進
し
て
四

0
0
、
0
0
0
ル
l
プ
ル
以
上
の
所
得
に
封
す

る
=
了
五
%
に
至
る
。
課
税
上
の
翻
酌
に
閲
し
て
は
、
家
族

員
の
数
に
廊
崎
じ
又
病
気
共
他
の
災
害
に
よ
る
家
族
員
の
出
費
額

に
感
じ
て
遁
用
税
率
を
低
下
し
、
且
小
所
得
者
を
保
護
し
て
ゐ

る
。
強
制
申
告
制
を
採
り
、
所
得
額
査
定
上
の
税
務
官
腐
の
調

査
機
限
は
甚
だ
庚
汎
な
る
も
の
で
る
つ
わ
。
少
く
と
も
所
得
税

の
内
部
に
於
い
て
は
、
資
産
勤
第
隔
所
得
の
差
別
課
税
が
行
は

れ
て
ゐ
な
い
と
と
及
同
じ
く
綜
合
課
税
方
法
を
探
一
周
す
る
米
、

冒
シ
ア
に
於
け
る
所
得
税
の
費
逮

濁
に
於
け
る
如
く
法
人
に
封
ず
る
特
殊
の
所
得
税
を
有
せ
や
し

て
、
法
人
の
寅
牧
所
得
よ
り
費
本
金
の
一
三
%
に
賞
石
純
続
を
控

除
し
、
共
残
額
に
謝
し
て
自
然
人
の
揚
合
と
同
一
の
規
定
が
遁

用
さ
れ
る
と
と
等
が
、
他
の
立
憲
的
諸
資
本
主
義
聞
の
所
得
税

法
に
比
し
一
九
一
六
年
ロ
シ
ア
所
得
税
法
に
於
け
る
最
も
特
徴

あ
る
賭
で
あ
る
。

一
九
一
七
年
二
月
の
枇
合
革
命
忙
上
っ
て
訓
|

に
政
樹
舶
を
掌
握
し
た
ル
が
ツ
ア
共
和
政
府
は
、
戦
費
及
批
合
同
線

静
に
雨
対
寸
る
絞
殺
調
浅
の
偽
同
年
同
月
所
得
税
の
一
-
一
O
%
増
徴

を
行
仏
、

'" 同
'" 〈... 
を夏
i訴に
牧ムノ、
じ月
た町非
。常

F斤
4与
税

(
間
三
『
同
O
『
門
出
口
戸
『
可

】口口
O
司
回
角
川

戦
時
共
産
主
義
時
代
に
於
け
る
所
得
税

一
九
一
七
年
十
月
ポ
ル
セ
グ
イ
キ
革
命
は
成
功
し
て
政
機
は

券
兵
曾
の
手
に
移
っ
た
。
新
に
政
権
を
獲
得
せ
る
サ
グ
ヱ

1
ト

政
府
は
、
革
命
後
権
力
を
維
持
す
る
矯
に
内
に
外
に
全
力
を
護

し
て
戟
は
ね
ば
た
ら
た
か
っ
た
。
此
戦
争
の
鋳
の
一
種
の
共
産

主
義
が
所
謂
戦
時
共
産
主
義
で
あ
っ
て
、
夫
れ
は
赤
衛
軍
及
寧

需
品
工
業
第
働
者
に
最
急
蓮
に
生
活
資
料
を
提
供
す
る
と
と
、

第
三
十

A
血
管

第
三
務

一=一九

七
六
九

MicheJson， A. M.， op. cit.， p. 176 
Michelson， A. M'J op. cit.， p. 197-201 



ロ
シ
ア
に
於
け
る
所
得
税
の
畢
棋
連

既
存
の
生
産
物
の
液
牧
、
土
地
・
大
工
業
の
固
有
化
に
よ
っ
て

反
革
命
運
動
の
震
の
物
財
蒐
集
h
k
不
可
能
た
ら
し
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
一
九
一
七
年
冬
よ
り
一
九
一
一
一
年

春
に
至
る
期
間
を
戦
時
共
産
主
義
時
代
と
呼
ぶ
。
此
時
代
に
於

け
る
政
府
の
主
穴
る
財
源
は
産
物
強
制
徴
張
、
固
有
財
産
の
成

分
、
不
換
紙
幣
の
濫
渡
等
で
あ
っ
た
が
二
方
全
租
税
関
系
を
前

政
府
よ
り
継
承
し
た
。
然
し
ザ
グ
エ

l
ト
政
府
は
持
率
や
る
政

治
原
理
に
基
い
て
之
に
幾
多
修
京
を
加
へ
、
旦
戦
時
共
産
主
義

に
従
っ
て
租
税
を
以
て
撃
に
税
収
入
を
象
ぐ
る
の
み
左
ら
守
、

私
的
資
本
波
牧
の
一
手
段
に
も
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
之
を
所

得
税
に
就
い
て
見
れ
ば
、
一
九
一
九
年
三
月
共
累
進
卒
が
著
し

く
高
め
ら
れ
る
と
同
時
に
一
定
額
以
上
の
大
所
得
波
牧
が
規
定

レ

l
ニ
ン
グ
ラ

1
ド
等
を
含
む
第

さ
れ
た
。
例
ば
モ
ス
コ

I
、

一
級
地
域
に
於
て
は
所
得
税
，
n
額
控
除
後
の
所
得
七
二
、

0
0

0
紙
僻
閉
ル
ー
プ
ル
(
一
箇
年
)
を
以
て
所
得
の
最
高
限
と
友
し
、

夫
れ
以
上
の
所
得
は
悉
く
政
府
に
淡
牧
ず
る
こ
と
L
し
た
。

之
よ
り
先
き
一
九
一
八
年
十
月
三
十
日
全
露
中
央
執
行
委
員

曾
は
百
億
ル

l
プ
ル
の
非
常
革
命
税
(
]
民
主
E
E
L
5
3
可
き
?

七
七

O

第
三
披

-zgロ
宮
同
)
の
徴
牧
を
布
告
し
た
。
本
税
は
其
性
質
所
得
税
と

第
三
十
八
血
管

一
四
O

言
ふ
よ
り
も
寧
ろ
私
的
資
本
の
強
制
徴
牧
に
近
き
も
の
で
あ

る
。
大
工
業
・
銀
行
の
岡
有
化
、

産
物
強
制
徴
護
、
私
的
資
本

の
波
牧
等
戦
時
共
産
主
義
の
徹
底
に
伴
ひ
、
課
税
物
件
は
急
激

に
減
少
し
て
、
本
税
の
徴
牧
は
一
九
一
九
年
生
・
ば
に
し
て
事
賞

被
果
な
き
も
の
と
た
っ
た
。
創
設
よ
り
此
時
迄
の
税
収
入
は
僅

に
十
五
億
ル

l
プ
ル
択
温
空
為
か
っ
た
。
廿
丹
後
課
税
物
件
の
激

減
に
加
へ
て
、
貨
物
制
度
白
健
を
葬
り
去
ら
ル
と
す
る
政
府
の

意
識
的
企
闘
に
基
く
ル
|
プ
ル
貨
の
惨
落
は
、
事
賃
上
凡
て
の

貨
常
的
租
税
の
徴
牧
を
不
可
能
た
ら
し
め
た
の
で
あ
る
が
、
倫

一
九
二

O
年
の
半
頃
迄
新
し
き
制
度
に
遁
底
せ
し
め
た
る
貸
常

的
租
税
を
徴
せ
ん
と
す
る
租
枕
改
革
案
が
、
政
府
に
於
い
て
悶

題
と
せ
ら
れ
つ
e
h

る
っ
た
。
然
し
迭
に
一
九
一
二
年
二
月
一
一
一
日

金
露
中
央
執
行
委
員
曾
は
貨
常
的
租
税
の
全
焼
を
宣
言
す
る
に

至
っ
た
。

新
経
済
政
策
時
代
に
於
け
る
所
得
税

農
業
の
哀
微
と
農
民
左
の
提
携
の
必
要
と
が
其
契
機
と
な
っ

7) 'Sokolnikov， G. Y.， Soviet Policy in Public -F:inance， 1:931. p. 114 



て

『
九
一
二
年
コ
一
月
二
十
三
日
サ
グ
エ

l
ト
政
府
は
一
つ
の

布
告
を
荷
担
し
て
、
穀
物
の
強
制
徴
牧
を
陵
し
、
見
積
牧
穫
の
一

O
%
の
現
物
税
を
課
し
、
曲
四
徐
部
分
は
農
民
の
自
由
底
分
に
会

す
と
と
丸
紅
っ
た
。
此
現
物
税
に
闘
す
る
布
告
と
そ
は
戦
時
共

産
主
義
よ
り
新
経
済
政
策
へ
の
一
大
時
向
の
時
期
を
劃
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
部
ち
農
民
に
詐
さ
れ
た
現
物
税
納
付
後
の
刑
判
徐

生
産
物
の
自
由
底
分
は
必
然
に
交
日
仰
の
白
山
b
t

伴
ひ
、
交
目
却
の

容
認
は
私
的
肉
撲
の
碇
泊
と
な
り
、
市
場
の
時
雄
、
貨
常
制
度

の
復
興
と
在
。
た
。
夏
に
亦
農
民
め
必
要
と
す
る
物
資
供
給
の

穏
に
小
エ
業
の
私
企
業
が
公
認
さ
れ
た
。
か
く
て
サ
ダ
エ

l
ト

政
府
は
土
地
の
園
有
、
大
工
業
・
鎖
道
及
外
国
貿
易
の
国
債
を

確
保
し
つ
L
も
、
新
し
い
一
聯
の
諸
方
策
を
樹
立
し
て
私
企
業

に
荷
動
の
徐
地
を
奥
へ
、
然
か
も
共
活
動
b
A
し
て
一
定
の
範
園

を
越
え
宮
ら
し
め
ん
こ
と
に
努
め
た
。
此
私
企
業
の
活
動
を
一

定
範
園
内
に
制
限
す
る
一
手
段
と
し
て
直
接
税
が
利
用
さ
れ
た

と
と
は
後
述
の
如
く
で
あ
る
。

自
然
経
済
よ
り
交
換
経
済
へ
の
政
策
の
鞠
向
並
に
夫
れ
に
積

〈
枇
曾
経
済
情
勢
の
激
艶
は
、
財
政
政
策
上
に
著
し
き
襲
化
を

ロ
シ
ア
に
於
け
る
所
得
税
の
費
達

鷲
ら
し
、

一
九
一
二
年
六
月
の
脅
業
税
採
用
を
始
め
と
し
て
績

槙
貨
常
的
租
税
は
復
活
さ
れ
た
が
、
本
一
〈
破
壊
さ
れ
た
税
務
機

闘
を
以
て
勢
縛
す
る
枇
舎
経
済
情
勢
の
裡
に
携
税
者
の
負
櫓
能

力
の
測
定
も
至
難
友
過
渡
期
に
於
い
て
、
飢
鱒
救
済
と
流
行
病

議
防
の
矯
に
巨
額
の
臨
時
費
を
必
要
と
し
た
政
府
は
、
一
般
的

市
民
税
(
の
ゆ
E
2
m
L

丘
三
ご
互
に
共
緊
念
の
財
源
を
求
め
た
。
此

非
常
税
は
一
九
一
一
二
年
中
に
ご
皮
徴
収
さ
れ
、
共
税
収
入
は
橡

想
以
土
に
多
額
に
建
し
た
。
尚
之
等
貨
物
的
租
税
の
徴
牧
は
自

制
耐
粧
倒
よ
り
貨
轍
巾
誠
一
週
粧
掛
ハ
の
徳
島
を
侃
也
し
穴
り

政
府
の
新
経
済
政
策
探
用
以
来
私
企
業
は
各
方
面
に
於
い
て

急
速
に
設
建
し
て
、
所
謂

Z
4
g
pロ
の
進
出
を
見
、
殊
に
申
小

商
工
業
に
於
け
る
彼
等
の
勢
力
は
侮
り
難
き
も
の
と
怠
っ
た
。

政
府
は
彼
等
の
勢
力
を
抑
へ
私
的
資
本
の
活
動
を
一
定
範
閣
内

に
制
限
し
、
併
せ
て
税
牧
入
の
増
加
を
闘
ら
ん
震
に
、
従
来

何
等
の
直
接
税
を
負
指
せ
宮
り
し
中
間
商
人
、
金
利
生
活
者
及

自
由
職
業
者
等
の
所
得
・
財
産
を
把
へ
て
之
に
課
税
せ
ん
と
し

一
九
二
二
年
十
一
月
十
六
日
所
得
財
産
税
盲
5
7
0
E
g
g
-

F
〈
巾

B
6岡市=笠
2
2・
)
を
設
置
し
た
~
夏
に
一
九
二
一
二
年
六
月

て

第
三
十
八
血
管

七
七

第

器量

四

lIaensel， P.， Das Steuersystem Sowjetrw:，sland.s， 1926， S. 67・8) 



ロ
V
V

ア
に
於
け
る
所
得
税
白
後
遺

ご
十
日
に
は
待
利
主
義
の
一
岡
家
企
業
並
に
組
合
企
業
及
会
私
混

合
企
業
に
割
し
英
利
潤
の
八
%
の
比
例
税
率
を
以
て
特
別
の
所

得
税
が
採
用
さ
れ
た
。
所
得
財
産
税
は
一
九
二
三
年
十
一
月
十

二
日
所
得
税
と
改
稿
さ
れ
る
と
同
時
に
根
本
的
改

E
を
受
付

た
J

前
述
の
如
く
都
市
に
於
け
る
私
的
資
本
の
過
度
の
蓄
積
を

問
止
せ
ん
と
の
目
的
壮
一
も
有
寸
・
0

同
年
の
所
得
税
は
、
仰
の
資

本
主
義
諸
闘
の
所
得
税
比
比
し
.
精
A

の
顕
著
む
る
特
徴
t
f
一有

す
る
o
先
づ
所
得
税
は
普
通
所
得
税

(Z2J賢官
制
]
伯
仲

E
O『
)
と
超
過

所
得
税

(
d
Z
E
2
2
)
と
よ
り
成
る
。
普
通
所
得
税
は
納
税
義

務
者
を
共
属
す
る
枇
曾
階
級
に
よ
り
次
約
四
穫
に
分
類
し
て
差

別
課
税
を
た
す
こ
と
が
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
即
ち
所
得
は

A 

賃
銀
柑
労
働
者
及
商
業
使
用
人
ぬ
所
得

B 

手
工
業
者
、
家
内
工
業
者
及
自
由
職
業
者
の
所
得

C 

商
工
業
企
業
者
、
中
期
満
人
の
所
得
及
利
子
所
得

D 

法
人
所
得

に
類
別
さ
れ
、
各
々
異
る
患
遺
税
率
を
以
て
本
殺
を
課
せ
ら
れ

る
が
、

B
及
C
の
所
得
に
就
い
て
は
、
夏
に
営
業
種
目
共
他
の

標
準
に
従
っ
て
数
種
花
輪
細
分
さ
れ
、
且
全
園
を
地
域
的
に
四
分

第
三
十
八
巻

七
七
二

第
三
時
副

一問一一{
詮
ご

し
、
此
細
別
と
地
域
別
に
従
っ
て
税
率
を
具
に
す
る
。
農
業
所

得
は
一
切
課
税
所
得
よ
り
除
外
さ
れ
(
別
に
軍
一
農
業
税
を
課

せ
ら
る
)
、
亦
一
筒
月
七
五
ル
ー
ブ
ル
未
満
の
持
働
者
所
得
は
免

税
さ
れ
る
。
納
税
義
務
者
の
所
得
総
額
が
牢
筒
年
一
一
一

O
O
H
W
l

プ
ル
乃
五
五

O
O
ル
l
プ
ル
(
地
域
に
よ
り
異
る

)
1
1持
働
者

所
得
K
就
い
て
は
で
二

C
C
ル
l
プ
ル
乃
至
一
、
四

C
O
I
F

ー
プ

λ
1
1を
髄
ゆ
る
判
明
合
K
は
、
超
油
所
得
税
が
賦
誤
芯
れ

る
が
、
本
税
は
所
得
総
額
に
封
し
っ
一
%
か
ら
二
五
%
に
至
る
果

進
税
率
を
以
て
課
税
す
る
。
超
過
所
得
税
に
は
更
に
-
一
五
%
の

地
方
税
が
附
加
さ
れ
る

o
p

一
九
一
一
四
年
十
月
一
日
所
得
税
は
改

E
h
f
受
付
、
普
通
所
得
税
の
納
税
義
務
者
の
分
類
内
容
に
些
一
少

の
費
更
を
見
、
且

μ
及
C
の
所
得
に
就
い
て
税
率
が
引
上
げ
ら

れ
た
外
、
超
過
所
得
枕
の
累
進
窓
・
が
大
と
在
っ
た
。

(
註
ご
一
九
二
三
年
十
一
月
白
所
得
続
税
率
吹
の
如
L
。
A
所
得
に

就
い
て
は
一
箇
月
(
以
下
関
じ
)
所
得
七
五
ル
ー
ブ
ル
以
よ
一

O
O
ル

ー
プ
ル
迄
に
謝
す
る
一
箇
月
(
以
下
同
じ
)
三
・
六
ル
I
プ
ル
か
ら
累

遺
し
て
所
得
一
五
O
ル
1
プ
ル
以
ょ
に
謝
す
る
一
五
ル
1
プ
ル
に
至

る。

B
所
得
に
就
い
で
は
前
記
の
細
別
及
地
域
別
に
ま
ヨ
て
税
率
を

異
に
す
る
が
、

TA
ヨ

l
、
レ
l
-
-
シ
グ
ラ

1
V
等
を
含
む
第
一
級

H，e田 el，P.. a. a. 0.， S. 68-79 9) 



地
識
に
於
JV
て
怯
最
低
士
魚
ニ
ル
)
プ
ル
よ

F
累
増
し
て
最
高
ー
一
入

ル
ー
グ
ル
に
塗
占
J

る
い

c所
得
に
就
い
て
も
前
記
の
細
別
及
地
域
別

に
よ
う
で
異
る
が
、
同
じ
〈
第
一
級
地
域
に
於
い
で
最
低
七
・
ニ
ル

ー
プ
ル
よ

p
累
進
し
て
最
高
七
二
ル
ー
ブ
ル
に
至
る
。

D
所
得
は
普

遁
所
得
税
を
免
ぜ
ら
れ
、
超
過
所
得
枕

D
?
z負
携
ナ
る
。

回

新
々
経
潰
政
策
採
用
以
後
の
所
得
税

一
九
一
一
五
年
春
以
後
私
企
業
の
活
動
範
闘
は
一
見
に
撹
張
さ
れ

て
、
所
摺
新
A
粧
品
何
政
策
が
貿
施
芯
る
H
h

に
五
っ
た
が
、
此
祈

政
策
に
よ
。
て
生
産
業
K
企
業
齢
、
刺
戟
を
輿
へ
て
生
産
力
の
向

上
を
計
り
、
然
か
も
同
時
に
私
的
企
業
の
活
動
及
私
的
資
本
の

蓄
積
を
一
定
範
圏
内
に
抑
制
せ
ん
と
す
る
サ
グ
エ

l
ト
政
府
の

努
力
は
、
共
租
税
政
策
発
展
の
上
に
も
ま
ざ
ま
ざ
と
現
れ
て
ゐ

る
。
所
得
税
は
一
九
二
六
年
九
月
及
十
月
に
犬
改
正
を
受
け
た

が
、
同
年
改
疋
の
所
得
税
の
大
要
は
次
の
如
〈
で
あ
る
d

従
来

の
普
通
所
得
税
並
に
超
過
所
得
税
の
匝
別
は
廃
止
さ
れ
て
、
所

得
税
は
私
人
及
私
的
企
業
所
得
税
と
園
家
及
組
合
企
業
所
得
税

と
に
二
大
別
さ
れ
た
。
前
者
に
於
い
て
所
得
者
の
階
毅
別
差
別

課
税
と
累
進
税
率
の
適
用
を
見
た
。
即
ち
所
得
は

回

V

ア
に
於
け
る
所
得
税
白
費
議

A 

賃
銀
労
働
者
‘
岡
家
年
金
受
領
者
、
文
筆
生
活
者
の
所
得

賃
銀
嗣
係
以
外
の
努
働
者
、
コ
一
人
以
内
を
使
用
す
る
家

内
工
業
者
、
家
屋
賃
貸
者
の
所
得

B C 

商
工
業
企
業
者
、
中
間
商
人
の
所
得
及
利
子
所
得

の
コ
一
穫
に
分
た
れ
、
各
々
別
個
の
累
進
窓
を
以
て
木
挽
を
課
す

る
。
向
法
人
の
所
得
に
は
じ
の
税
率
を
趨
用
ず
る
。
〈
後
掲
表
参

発
税
耕
に
就
い
て
は
全
闘
配
地
域
的
に
四
分
し
て
種
ん
の

〔
誼
ニ
】

規
定
を
設
け
て
ゐ
る
。
向
布
の
所
得
税
に
は
地
方
税
二
五
%
が

R問
、..~

附
加
さ
れ
る
。
園
出
家
及
組
合
企
業
所
得
税
は
同
年
十
月
企
業
純

益
の
算
出
方
法
を
改
め
た
。
私
人
及
私
的
企
業
所
得
税
の
税
率

に
於
い
て
も
明
ら
か
た
る
如
く
、
此
度
の
所
得
税
は
一
九
二
三

年
の
夫
れ
に
比
し
、
所
得
者
の
階
級
別
差
別
課
税
を
一
居
般
怖

に
す
る
と
共
に
累
進
率
を
著
し
〈
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
犬
所

得
重
課
の
主
旨
が
徹
底
さ
れ
て
ゐ
る
。

一
九
二
七
年
十
二
月
十
四
日
再
び
所
得
税
の
改
正
を
見
た
。

改
正
の
要
黙
は
私
人
及
私
的
企
業
所
得
税
に
於
い
て
A
所
得
中

• 
に
含
ま
れ
た
文
筆
生
前
者
の
所
得
が
、
俳
優
、
生
産
組
合
員
の

所
得
と
共
に
濁
立
の
一
項
を
な
し
、
後
掲
表
の
如
き
税
率
を
賦

第
三
十
八
巻

七
七
三

一
四
三

第

披

Ha.enseJ. P.， Die Finanz-und Stcuerved'assung der -Union d目 sozialistischen
Sowjet-Republiken， '928， S. 51-119目
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ロ

ν
ア
に
於
け
る
所
得
税
の
資
達

課
さ
れ
た
外
、

A
所
得
に
就
い
て
て
二
O
O
ル

l
プ
ル
以
下

の
所
得
は
免
税
さ
れ
、
税
率
は
一
般
に
低
下
さ
れ
た
が
、

B
及

C
所
得
に
就
い
て
は
呆
進
李
が
高
め
ら
れ
わ
。
倫
一
九
二
九
年

十
二
月
十
六
日
の
法
令
に
よ
っ
て
園
家
及
組
合
企
業
所
得
税
は

従
来
の
純
益
に
封
ず
る
八
%
の
比
例
枕
率
が
二
O
%
に
川
引
上
げ

ら
れ
た
。

共
後
更
に
一
九
二
九
年
十
月
二
十
八
日
及
一
九
三
一
年
六
月

-
七
日
に
私
人
及
私
酎
企
業
所
符
税
同
改
正
林
克
さ
れ
、
現
行

法
と
な
っ
た
。
現
行
税
法
の
大
要
は
次
の
如
〈
で
あ
私
。
納
税

義
務
者
の
属
す
る
枇
曾
階
級
に
よ
っ
て
所
得
は

A

賃
銀
労
働
者
、
国
家
年
金
受
領
者
の
所
得

B

文
筆
生
前
者
、
俳
優
、
生
産
組
合
員
の
所
得

C

賃
銀
闘
係
以
外
の
持
働
者
、
賃
銀
持
働
者
を
使
用
せ
ざ

る
家
内
工
業
者
の
所
得

家
屋
賃
貸
者
の
所
得

三
人
以
内
を
使
用
す
る
家
内
工
業
者
‘
中
間
商
人
の
所
得

商
工
業
企
業
者
、
教
曾
の
所
得
及
利
子
所
得

D E F 
に
六
分
類
さ
れ
、
後
掲
表
の
如
〈
各
々
具
る
累
進
税
率
を
以
で

本
税
を
賦
課
さ
れ
る
。
倫
法
人
所
得
に
封
し
て
は
F
所
得
の
稜

第
三
十
八
巻

七
七
凶

第

披

四
四

率
が
趨
用
さ
れ
る
。
右
各
種
の
所
得
の
中
A
所
得
に
就
い
て
は

Jレ・特
J JJIJ 
7<ι〉

Jレ規
未定
満が
の存
所し
千尋
l亡
撃す
す
る

O 
Fじ
五
% 
か
ら

呆
進
し
て

一
飽
月
の
所
得
額
を
標
準
と
し
て
八
五

二
O
O
ル

l
プ
ル
以
上
に
謝
し
て
は
こ
・
八
八
ル

l
プ
ル
及

0
0
1
y
l
プ
ル
を
起
ゆ
る
所
得
額
K
到
す
る
一
二
・
瓦
%
を
以
て

税
額
と
す
る
。

A
所
得
に
就
い
て
は
月
牧
七
五
ル

l
プ
ル
乃
至

一
O
O
ル
ー
プ
ル
〈
地
域
に
よ
り
て
昇
る
可

白
川
如
何
に
就
い
て
は

年
牧
九

o
o
j
y
lプ
ル
乃
至
て

二
O
O
ル

1
プ
ル
、
其
他
の

所
得
に
就
い
て
は
五
O
O
ル

1
プ
ル
乃
至
八
O
O
ル

l
プ
ル
を

以
て
免
税
黙
と
す
る
。
亦
A
所
得
に
は
源
泉
課
税
法
、
他
の
所

得
に
は
直
接
課
税
法
に
よ
っ
て
徴
税
上
の
数
巣
を
期
待
し
て
ゐ

る
。
人
的
事
情
の
翻
酌
に
就
い
て
は
共
情
欣
に
従
っ
て
下
級
の

税
率
適
用
を
許
さ
れ
る
。
夏
に
本
税
に
は
二
五
%
の
地
方
附
加

税
が
徴
牧
さ
れ
る
。
倫
岡
家
及
組
合
企
業
所
得
税
は
前
遁
の

九
二
九
年
十
二
月
の
改

E
税
法
に
競
る
。

(
註
ニ
)
一
九
二
六
年
九
月
改
正
所
得
税
の
免
税
規
定

第
一
級
地
域
第
二
級
地
域
第
三
級
地
域
第
四
級
地
域

A
所
得
一
、
二
O
O
官
一
、
O
八
O
曹
六
O
Q
留
四
O
O
留

B
・C
所
得
八
O
O
晋

士

o
o
g
六
O
o
g

五
O
O
曹

Sanfalov， A. A.. and Segal， L.， Soviet Union YE!a'['-Book， 1929， p・4
'
4-15・

DoLbert， G.， Die Grund7.iige der neuen Steuen'rerr;J~55ung der U. d. S. S. R. 
(Finanzarchiv， 1932， IIeft 1， S. 145-46) 
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新
々

経
務

政
策

採
用

以
後

の
fl

人
及

私
的

企
業

所
得

枕
税

率
表

特
別

規
定

本表に於いては各最低及最高税率のみを摘「。
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，超74過6

留額
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日9400留
勢
働
者
を
使
用
せ
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 牛
ぎ
る
家
内
工
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=
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2
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家
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工

業
者
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，61 過9留領

+x274品，000
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家
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者
3
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5
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超
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中
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商
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4
.
0
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+
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商
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企
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3
.
0
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3
.
0
%
 

超
過
額
×
留必
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ロ
シ
ア
に
於
け
る
所
得
税
白
俊
達

結

言

ロ
シ
ア
所
得
税
収
入
の
最
近
の
欣
況
を
示
せ
ば
突
の
如
〈
で

あ
る
(
翠
位
百
高
四
国
)
。

会
組
枕
枚
入
に

年
度
所
得
税
収
入
金
組
税
牧
入
劉
ナ
る
割
合

一
九
二
五

i
二
六
一
五
一
白
・
一
、
占
八
七
ユ
一
八
・
古
河

一
九
二
六
二
七
一
九
ニ
ム
ニ
、
国
人
同
・
均
七
・
八

一
九
二
七

l
二
八
一
一
一
一
一
了
同
ぞ
一
一
一
立
ふ
ヤ
一

一
九
二
八

l
二
九
一
一
位
一
一
五
一
三
九
六
口
・
口
北
・
ニ

一
丸
一
一
九
!
一
一

E

O

-

-
一
一
元
山
車
、
=
一
七
八
・
口

以
上
ロ
シ
ア
所
得
税
の
成
立
褒
展
過
程
を
略
述
し
た
が
、
之

を
要
約
す
れ
ば
、
図
民
毅
育
の
未
褒
達
、
政
治
組
織
の
不
備
‘
偏

傍
注
る
岡
氏
経
済
の
褒
展
等
に
よ
っ
て
其
成
立
を
妨
げ
ら
れ
、

五
十
鈴
年
の
所
得
税
誕
生
の
悩
み
は
、
住
居
税
及
部
分
的
所
得

税
の
設
定
、
偉
業
税
へ
の
所
得
税
的
思
想
の
探
剤
等
と
な
っ
て

現
れ
た
。
世
界
大
戦
を
契
機
と
し
て
一
九
一
六
年
成
立
し
た
所

得
税
は
、
プ
ロ
シ
ア
所
得
税
制
を
模
倣
し
、
著
し
く
人
税
的
色

彩
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
漸
く
成
立
し
た
資
本
主
義
的
所
得

税
は
其
後
の
完
成
を
見
守
し
て
、
共
翌
年
三
月
及
十
月
の
杜
曾

革
命
の
洗
贈
を
受
け
て
根
本
的
に
野
草
さ
れ
た
。
サ
ヴ
ェ

l
ト

財
政
制
度
に
於
い
て
所
得
税
は
農
村
に
於
け
る
産
物
徴
護
と
並

ん
で
都
市
住
民
の
大
所
得
淡
牧
の
一
手
段
に
利
用
さ
れ
た
。
其

後
戦
時
共
産
主
義
徹
底
の
結
果
一
九
一
二
年
二
月
貨
搬
出
的
租
税

第
三
十
八
血
管

第

軍主

一
回
大

七
七
六

の
全
肢
が
決
議
さ
れ
た
が
、
共
翌
月
政
府
の
新
経
済
政
策
へ
の

輔
向
に
件
ひ
、
他
の
租
税
と
共
に
所
得
税
は
一
九
二
二
年
十
一

月
復
活
し
、
翌
年
共
税
制
を
整
備
し
た
。
新
所
得
税
は
財
政
的

意
義
以
外
に

H
4
8
2
2
の
進
出
を
抑
制
す
べ
き
重
大
な
る
祉
曾

的
役
割
を
栴
ぷ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
資
本
主
義
諸
岡
の
夫
れ
に

比
し
顕
著
な
る
相
違
貼
を
有
し
、
所
得
者
の
階
級
的
差
別
課
税
.

大
所
得
煮
誌
等
が
行
は
れ
た
。
一
九
二
五
年
春
以
後
新
b

経
済

政
策
が
探
府
さ
り
h
v
h
に
伴
っ
て
所
得
税
の
右
の
枕
曾
的
役
割
は

愈
々
重
き
を
加
へ
た
。
か
く
て
一
九
二
六
年
九
月
の
根
本
的
改

正
を
始
め
と
し
て
二
七
年
、
二
九
年
及
三
一
年
等
教
次
の
修
正

補
完
に
よ
り
階
級
別
差
別
課
税
、
大
所
得
重
課
は
益
冷
徹
底
さ

れ
、
サ
グ
エ

l
ト
的
形
態
を
鮮
明
に
し
た
。
試
み
に
一
九
二
六

l

二
七
年
度
に
於
け
る
私
人
及
私
的
企
業
所
得
税
に
就
い
て
、
賃

銀
持
働
者
使
用
人
を
含
む
)
、
調
立
替
業
者
及
不
弊
所
得
者
の
納

税
人
員
、
所
得
額
及
所
得
税
制
酬
を
掲
ぐ
れ
ば
弐
の
如
く
で
る
る
。

不濁賃
総勢立銀

所倍勢
計得業働

者i;者者
一 緒
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童会天主1数l枕
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1♂nd， 19可0，S. 832. 
Sokolnilwv， G. Y.， op. cit. p. '74・
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